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「
受
け
身
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
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脚
本
猫
柳 

ふ
ろ
ゆ 



登
場
人
物 

鈴
木
春
香
（
２
６
）
Ｏ
Ｌ
。
宮
本
に
惚
れ
て
い
る
。 

 

木
村
哲
也
（
５
８
）
春
香
と
同
じ
部
署
の
社
員
。
無
口
。 

 

宮
本
翔
太
（
２
８
）
春
香
の
上
司
。 

 

山
野
桃
子 

（２
３
） 

宮
本
の
部
下
。 

    

女
子
ア
ナ



 1 

○
テ
レ
ビ
番
組 

 
 

 

朝
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
。 

 
 

 

ス
タ
ジ
オ
に
は
女
子
ア
ナ
。 

女
子
ア
ナ
「
今
日
は
一
年
に
一
度
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
。 

皆
さ
ん
、
フ
ァ
イ
ト
で
す
！
」 

 ○
春
香
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

リ
モ
コ
ン
を
持
っ
て
テ
レ
ビ
を
消
す
鈴
木
春 

香
（
２
６

）
。

ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
。 

 
 

 

机
の
上
に
は
梱
包
さ
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。 

 
 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
結
び
紐
に
繋
が
っ
て 

お
り
、
『
宮
本
さ
ん
へ
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

○
会
社
・
廊
下 

 
 

 

宮
本
翔
太
（
２
８
）
が
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

そ
の
数
歩
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
春
香
。 

 
 

 

不
自
然
に
後
ろ
手
を
組
ん
で
い
る
。 

春
香
「
み
、
宮
本
さ
ん
！
」 

 
 

 

振
り
返
る
宮
本
。 

宮
本
「
お
、
鈴
木
君
。
ど
う
し
た
の
？
」 



 2 

 
 

 

春
香
の
後
ろ
手
に
は
チ
ョ
コ
。 

春
香
「
あ
、
あ
の
！
」 

 
 

 

と
、
そ
こ
に
山
野
桃
子
（
２
３
）
が
現
れ
る
。 

桃
子
「
宮
本
さ
ん
。
こ
れ
、
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 
桃
子
、
宮
本
に
チ
ョ
コ
を
渡
す
。 

宮
本
「
あ
あ
、
今
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
か
！ 

あ
り 

が
と
う
」 

桃
子
「
本
命
で
す
か
ら
！
」 

 
 

 

走
っ
て
去
っ
て
い
く
桃
子
。 

 
 

 

間
。 

宮
本

「
（

春
香
を
見
て
）
で
、
ど
う
し
た
の
？
」 

春
香
「
あ
、
い
え
。
良
か
っ
た
で
す
ね
。
チ
ョ
コ
」 

 
 

 

作
り
笑
い
を
浮
か
べ
る
春
香
。 

 

○
同
・
オ
フ
ィ
ス
（
夜
） 

社
員
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
ー
」 

 
 

 

オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
て
い
く
社
員
。 

 
 

 

オ
フ
ィ
ス
内
に
は
春
香
と
木
村
哲
也
（
５
８
） 

だ
け
。 

 
 

 

春
香
、
自
分
の
デ
ス
ク
に
座
っ
て
い
る
。 



 3 

 
 

 

机
の
上
に
は
渡
し
そ
び
れ
た
チ
ョ
コ
。 

春
香

「
（

た
め
息

）
」 

 
 

 

オ
フ
ィ
ス
に
響
く
打
鍵
音
。 

春
香
、
木
村
を
見
る
。 

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い 

て
い
る
木
村
。 

春
香
「
…
…
木
村
さ
ん
っ
て
既
婚
者
で
し
た
っ
け
？
」 

 
 

 

木
村
、
ピ
タ
ッ
と
入
力
を
や
め
る
。 

木
村
「
…
…
」 

 
 

 

木
村
、
春
香
を
ジ
ッ
と
見
て
い
る
。 

春
香
「
す
み
ま
せ
ん
」 

 
 

 

木
村
か
ら
目
を
そ
ら
す
春
香
。 

 
 

 

再
開
す
る
打
鍵
音
。 

 
 

 

春
香
、
木
村
を
見
ず
に
、 

春
香
「
木
村
さ
ん
に
言
っ
て
も
仕
方
な
い
か
も
し
れ 

ま
せ
ん
け
ど
、
好
き
で
も
な
い
人
か
ら
チ
ョ
コ
を 

も
ら
っ
て
も
男
の
人
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
？
」 

 
 

木
村
、
無
視
。
代
わ
り
に
止
ま
る
打
鍵
音
。 

 
 

 

間
。 

 
 

 

打
鍵
音
、
再
開
。 



 4 

 
 

春
香
、
チ
ョ
コ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
取 

り
、
木
村
の
デ
ス
ク
へ
向
か
う
。 

春
香
「
良
か
っ
た
ら
ど
う
ぞ
。
義
理
で
す
け
ど
」 

 
 

 

春
香
、
木
村
の
デ
ス
ク
脇
に
チ
ョ
コ
を
置
く
。 

 
 

 
春
香
、
オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
て
い
く
。 

 

○
テ
レ
ビ
番
組 

女
子
ア
ナ
「
今
日
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
で
す
。
男
性
の 

み
な
さ
ー
ん
。
お
返
し
は
忘
れ
ず
に
！
」 

 

○
会
社
・
オ
フ
ィ
ス
（
朝
） 

春
香
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」 

 
 

 

オ
フ
ィ
ス
に
入
っ
て
く
る
春
香
。
小
さ
く
会 

釈
を
繰
り
返
し
な
が
ら
席
へ
と
向
か
う
。 

 
 

 

春
香
、
自
分
の
席
に
置
か
れ
た
梱
包
さ
れ
た 

ク
ッ
キ
ー
に
気
づ
き
、
手
に
取
る
。 

 
 

 

春
香
、
木
村
を
見
る
。 

 
 

 

木
村
、
変
わ
ら
ず
パ
ソ
コ
ン
を
入
力
中
。 

 
 

 

ク
ッ
キ
ー
に
は
折
り
畳
ま
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

カ
ー
ド
が
括
ら
れ
て
い
る
。 
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中
を
開
い
て
微
笑
む
春
香
。 

 
 

 

と
、
そ
こ
へ
宮
本
が
や
っ
て
来
る
。 

宮
本
「
鈴
木
君
。
こ
の
資
料
、
今
日
中
に
や
っ
て
お 

い
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
」 

 
 

 
宮
本
、
資
料
を
春
香
に
渡
し
去
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

 

資
料
を
強
く
握
る
春
香
。 

春
香
「
み
、
宮
本
さ
ん
」 

宮
本

「
（

振
り
返
り
）
ん
？
」 

春
香
「
今
日
、
一
緒
に
飲
み
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」 

 
 

 

緊
張
し
た
面
持
ち
の
春
香
。 

 
 

 

宮
本
、
笑
顔
を
春
香
に
向
け
る
。 

宮
本
「
定
時
上
が
り
目
指
し
て
頑
張
ら
な
き
ゃ
な
」 

 
 

 

立
ち
去
る
宮
本
。 

小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
春
香
。
席
に 

座
り
、
資
料
を
手
に
仕
事
態
勢
。 

机
に
置
か
れ
た
ク
ッ
キ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ 

ー
ド
に
は
大
き
く
『
あ
り
が
と
う

』
。 

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
を
中
断
し
、
春
香
の
後
ろ 

姿
を
見
て
い
る
木
村
。
微
笑
み
、
入
力
を
再 

開
す
る
。 

 
 

 
 

 

（
終
わ
り
） 


